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Abstract：Herbs have long been used to maintain mental and physical health, and are now referenced 
to as medical herbs. At present, herbs are commonly utilized as tea, spice, perfume, etc., and are 
also used as traditional medicines and relaxation tools. In recent years, life style diseases, such as 
atherosclerosis, diabetes mellitus and arthritis, are rapidly increasing, despite the progress of western 
medicine. Therefore, integrated medicine for patient-centered medical treatment that combines western 
medicine and “complementary and alternative medicines (CAM)”, can be adopted to treat various 
diseases. Phytotherapy with herbs has been getting increasing attention because its efficacy and 
pharmacological actions have been proven in evidence-based studies, when compared with other types 
of CAM. This paper introduces the effectiveness of herbs to treat dental diseases, and to treat systemic 
diseases associated with periodontal disease, using the two American databases for herbs, i.e., “Natural 
Standard Herb & Supplement Reference” and “Natural Medicines Comprehensive Database”. One 
of herbs to treat systemic diseases associated with periodontal disease, is a plant called Cat's Claw, 
which is known to have many active ingredients and beneficial properties. The characterization and 
the availability of its components for prevention and treatment of periodontal disease are introduced in 
this paper.
　Natural herbs, such as Cat's Claw, contain many beneficial phytochemicals including polyphenols, 
sterols and terpenoids. Therefore, they possess various useful properties, i.e., anti-inflammatory, anti-
oxidant, and anti-bacterial activities. In addition, they have very few known side effects. Ingestion of 
natural herbs as crude extracts, such as tea, is being considered for the promotion of individual health 
in daily life.
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Ⅰ．緒　　言

　ハーブは，身近な健康法やリラクゼーション法として

用いられているが，我が国では，医療の現場での利用は

まだまだ欧米に比べて遅れている現状である。ハーブ

（herb）は，ラテン語で「草」を意味するヘルバ（herba）
が語源で，古くからヨーロッパでは「薬草」の総称とさ

れ，健康を目的とした心身の疾患の治療に用いられてき

た。美容や健康管理を目的に使用する植物はメディカル

ハーブと呼ばれ，それらの持つ薬効を病気の予防や改善

に応用したものが植物療法（phytotherapy)である。ハー
ブに含まれる精油を用いた芳香療法（aromatherapy）は，
植物療法の一つでもある。現在の日本では西洋医療が主

Review



17 Journal of Oral Health and Biosciences　Vol.32, No.1　2019

流であるが，生活習慣病などが増加している現状におい

ては，予防医学が重要視され，補完代替医療が組み合わ

されたよりよい患者中心の医療を実現しようとする統合

医療の取り組みにも関心が高まっている。この補完代替

医療には，東洋医学などの伝統療法や，食事療法，ハー

ブやアロマセラピー，心身療法などがあるが，その中の

天然ハーブを用いた植物療法が近年注目を集めている。

植物療法は他の補完代替医療と比べて，ハーブの有効成

分や薬理作用が明確で，その効果についてのエビデンス

が蓄積されている。今回，人に役立つハーブの植物化学

成分（フィトケミカル）とその作用，エビデンス集に基

づいた歯科に関連するハーブおよび歯周病と関連性のあ

る全身疾患に関係するハーブについての報告をまとめ，

紹介する。また我々の注目している天然ハーブ・キャッ

ツクローについて，歯周病予防・改善への応用にむけて

の新しい知見を紹介する。

Ⅱ．メディカルハーブの主要なエビデンス集

１．Natural Standard Herb & Supplement Reference: 

Evidence Based Clinical Reviews1） (Natural Standard)
　米国の科学的根拠に基づく情報の国際的な共同研究機

関が監修したものである。メディカルハーブなどの介入

による治療効果を科学的根拠（Scientific Evidence）の等
級を，「A：Strong，B：Good，C：Unclear or Conflicting，D：
Fair Negative，F：Strong Negative」の５つのレベルに分
類し日本語でも，「ハーブ＆サプリメント：ナチュラル

スタンダードによる有効性評価」2）として出版されてい

る。

２．Natural Medicines Comparehensive Database3）

（Natural Medicines)
　米国の Therapeutic Research Centerが監修したもの
で，professional versionと consumer versionか ら 成 り

立っている。膨大な臨床研究論文を検索しレビュー

し，メディカルハーブなどの介入による治療効果の有

効 性 を「1：Effective，2：Likely Effective，3：Possibly 
Effective，4：Possibly Ineffecitive，5：Likely Ineffective，
6：Ineffective」の６つのレベルに分類し日本では，
consumer versionを翻訳した「健康食品・サプリメント
「成分」のすべてナチュラルメディシン・データベース」4）

が出版され，ハーブの有効性・安全性・医薬品との相互

作用，使用量の目安などが記載されている。民間での伝

承で信じられているもの，未公開の企業レポートなどは

排除されており，科学的根拠に基づく情報のみの記載と

なっている。

Ⅲ．人に役立つフィトケミカルの種類と作用

１．水溶性の主なフィトケミカル

１）ポリフェノール類：天然ハーブは，強力な抗酸化作

用を有するのが特徴で，その成分の代表がポリフェノー

ル類である。自然界には5000種類以上存在していると

言われ，代表的なものにフラボノイド，タンニンなどが

ある。その他たくさんの種類があり，コーヒーに含まれ

ているフェニルプロパノイドのカフェ酸，赤ワインに含

まれるレスベラトロールや，たまねぎなどに含まれるケ

ルセチン，カテキン類，植物の色素成分であるアントシ

アニジン，大豆で有名なイソフラボンなどである。作用

として，抗酸化作用が強く，その他に消炎，抗菌，アレ

ルギー反応抑制，動脈硬化予防，糖吸収抑制，発がん抑

制作用などがある 5）。

２）アルカロイド：強い苦味がある窒素原子を含み塩基

性の有機化合物で中枢性の鎮静，鎮痛作用があり，多く

の医薬品の原料となっている。

３）含硫黄化合物：ニンニクやたまねぎに多く含まれ，

主な成分にアリシンがある。動脈硬化予防 6）および糖尿

病予防 7）効果があると言われている。

２．難溶性・脂溶性の主なフィトケミカル

１）多糖類：キノコ類に多く含まれる β－グルカンには

免疫賦活化作用があると言われている 8）。

２）カロチノド類：天然色素の成分で，強力な活性酸

素消去能と発ガン抑制作用があり 9），緑黄色野菜に多く

含まれる β－カロチンやキサントフィル類としてマリー

ゴールドに含まれるルテイン，とうがらしに含まれるカ

プサイシン，みかんに含まれる β－クリプトキサンチン

などがある。

３）ステロール：植物ステロールのことで，フィトステ

ロールとも言われている。コレステロールの吸収を抑制

し，高コレステロール血症 10）や良性前立腺肥大症の改

善に有効である 11）。

４）テルペノイド：苦味質の１つで，ハーブの精油の芳

香性成分でもある。一般的に柑橘類の香り成分であり，

作用は抗酸化作用・抗炎症作用 12），高血圧予防効果 13）

などがある。またテルペノイドの一種であるサポニン

は，コレステロール低下，血流改善，鎮咳・去痰作用，

強壮作用がある 14, 15）。

５）精油：揮発性の芳香物質であり，テルペノイドも精

油成分の１つであり，リラックス作用がある 16）。精油を

使ったアロマセラピーは，鼻粘膜から脳の記憶や情動の

動きをつかさどっている大脳皮質に直接働き，効果があ

らわれやすいのが特徴で，そのため主にリラックス作用

のほうでの利用が多い。他には抗酸化，抗菌，鎮痙，消

炎，鎮痛，去痰作用などもある。

３．その他のフィトケミカル

　酸味を持つ成分であるクエン酸やリンゴ酸などの植物

酸が含まれており，エネルギー代謝に関わり疲労を回復

する作用がある。また生命の維持になくてはならないビ

タミン類，カルシウム，カリウム，鉄などのミネラルを

豊富に含むハーブもある。ハーブには，表１に示した多
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種多様な植物成分フィトケミカルが含まれており，それ

ぞれの成分が複数の薬理作用を示す。

　これらの植物のフィトケミカルを有効に摂取するため

に，シロップ剤，ハニー剤，湿布剤，軟膏剤，クリーム

剤，入浴剤，リニメント剤，パップ剤，酒精剤，芳香水

剤，リモナーデ剤や圧搾汁などの多種の剤型が存在す

る。ハーブは主にハーブティーやチンキ剤として利用さ

れているものが多い。茶剤いわゆるハーブティーは熱湯

または水の中にハーブを浸し，有効成分を抽出した浸

剤と，ハーブを煮出して煎じて作った煎剤に分けられ

る。いずれも主に水溶性成分が含まれる。またハーブに

含まれる成分をアルコール類で抽出したものをチンキ剤

といって，水溶性と脂溶性の両方の成分が抽出されてく

る。用途として薄めての飲用，含そう剤やローション剤

などに用いられ，ハーブティーに比べてより多様な成分

が抽出されてくるという利点がある。またアルコールは

植物中のフィトケミカルを抽出する作用だけではなく，

防腐作用もありハーブの保存上の利点もある。

Ⅳ．歯科の領域に関連するハーブ

　歯科の領域に関連するハーブについて Natural 
Standard1, 2）および Natural Medicines3, 4）のエビデンス集
にまとめられている伝統的な効能，科学的根拠に基づく

効能についての記載，およびそれらを科学的に検証した

研究論文を紹介する。

１．歯肉炎に効果があると言われているハーブ

１）クローブ

　最も有名なものがクローブである。クローブは歯の仮

封材などによく使われている。日本ではチョウジと呼ば

れている植物で，花（図１Ａ）のつぼみを乾燥させたも

の（図１Ｂ）から得られた精油の主成分ユージノール

と酸化亜鉛を配合させたものが実際の臨床に使用され

ている。Natural Standardには，抜歯後の炎症ドライソ
ケットにおける予備的な試験で，クローブオイルと酸化

亜鉛を配合したペースト剤がドライソケットの治療に

効果があるとの報告が紹介されている 1, 2）。推奨するク

ローブ単独の効果については研究の必要性もあると述べ

られている 2）。伝統的・理論的な適応として，口臭，口

腔の炎症，歯や歯肉の痛みがあげられている。Natural 
Medicinesによれば，食品の香料として用いられ，感染
症予防や痛みの軽減の利用が紹介されているが 4, 17），口

表１　人に役立つ植物化学成分（フィトケミカル）と作用

図１　歯肉炎に効果があると言われているハーブ
（Ａ）クローブの花，（Ｂ）クローブのつぼみの乾
燥品，（Ｃ）セージ，（Ｄ）タイム
（写真出典：中央法規出版　健康・機能性食品の
基原植物辞典）
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内の炎症（腫脹）と歯痛に対する有効性評価については，

科学的データは不十分であるとしている 4）。

２）セージ

　シソ科の薬用サルビア（図１Ｃ）で使用部位は葉であ

り，Natural Medicinesには作用として，成分のツヨシを
含む精油とサルビアタンニンによる強力な抗菌作用と抗

真菌作用があることが述べられている 3, 4）。このことか

ら，歯肉炎や口内炎などの口腔粘膜の炎症やのどの腫れ

によいとされている 4, 18）。ハーブティーやガーグル，マ

ウスウォッシュとしての使用が示されている。他の作用

として抗酸化作用と，消化不良（胃のむかつき）19），過

度な発汗の治療 20）にも利用され，ヨーロッパでは多く

の疾患の治療のために好んで使用されている。しかしな

がらエビデンスは限定的であり，現存する全ての研究結

果は決定的ではなく，より確かな評価を行うためにさら

なる研究が必要であると述べられている 4）。

３）タイム

　シソ科のハーブ（図１Ｄ）で，使用部位は葉である。

Natural Medicinesの記載では，タイムの構成成分には精
油のチモールが含まれており，抗菌うがい薬に添加さ

れ，プラーク形成抑制，歯肉炎とう蝕の減少，口臭に有

効であると述べられている 3, 4）。現在タイムを含んだ商

品には，マウスウォッシュのリステリンがあり，タイム

由来のチモールをユーカリ由来の成分1, 8－ジネオール
とともに含んでいる。タイムは何千年もの間，医学で使

用され，抗菌，鎮咳，抗酸化活性に基づく多くの適応症

の治療に利用され，伝統的な用途では，咳や上気道の

うっ血の治療にも利用され，現在もヨーロッパでもっと

も一般的に推奨されるハーブである。またドイツでも気

管支炎や百日咳および上気道カタルの治療にタイムを承

認しているとの記載もある 4）。Natural Standardには臨床
成績の概要として，タイム由来のチモールは抗感染口腔

洗浄液に含まれているが，歯垢形成，歯肉炎とう蝕の減

少など治療効果を裏付ける臨床試験の結果は少ないとの

記載がある 2）。Natural Standardによる用法には，うがい
薬，口腔洗浄液で歯周病予防のために，5％浸剤（乾燥

したタイム5 gを100 mlの熱湯で10分間浸し，ろ過し
たもの）の使用が推奨されている。しかし歯垢抑制と抗

真菌作用について，治療または臨床試験の科学的根拠と

しての記載には，使用効果は不確かであると評価してい

る 2）。

４）ミルラ

　樹皮の切れ目から滲出した樹液のような物質（樹脂）

を使用し，Natural Medicinesでは，口臭・口内のただれ
の治療，口内および咽頭の炎症（腫脹）への有効性があ

るとされている 3, 4）。局所投与の使用量の目安は，口内

および咽頭の炎症（軽度）にチンキ剤を薄めず１日２か

ら３回患部に軽く塗布する。またチンキ剤の５から10

滴をコップ一杯の水でうすめ，口内洗浄あるいはうが

いをする。また，粉末状の樹脂を10％含む歯磨剤で使

用する。有効性評価としての科学的データは不十分であ

ると示されているものの，わが国では，薬用歯磨き剤の

成分として，アセスが商品化されている。ミルラの腫れ

や痛みを改善する効果を期待したもので，ミルラに加え

て，抗炎症作用，抗菌作用のあるとされるカミツレと，

殺菌作用と歯肉を引き締める効果があるとされるラタニ

アの２種類のハーブもともに配合されている。1987年

からの超ロングセラーの商品で，歯槽膿漏症に推奨され

ている薬用歯磨剤である。いずれのハーブもチンキ剤が

用いられている。

２．歯科的問題に対する効果に加えて，全身疾患への有

効性が示唆されているハーブ

１）ウコン

　主な薬効成分がクルクミンである。Natural Medicines
では口内の痛み，感染創，歯肉炎に局所投与で用いられ

るとされる 3, 4）。Natural Standardでは，全身疾患として
糖尿病，関節リウマチなど様々な疾患への効果も言われ

ているが，ヒトに関するデータは限定的で，科学的根拠

に基づいた推奨はまだ示されていない旨が記載されてい

る 1, 2）。他の文献には，早期アテローム性硬化病変を抑

制するほか，動脈硬化抑制作用，糖尿病が報告されてい

る 21-23）。最近では関節リウマチへの有効性も報告されて

いる 24）。

２）アロエベラ

　Natural Medicinesでは，歯槽骨炎の痛みを軽減し改善
されるという研究がある 3, 4）。また口唇潰瘍の治療期間

の短縮，アロエを含んだ歯磨剤を24週間使用して歯石

が減少することを示唆する研究，また歯肉炎も軽減する

と示唆する研究もある。さらにガンの放射線治療時での

痛みのひどい口内炎が発症するリスクの減少を示唆した

エビデンスがあるが，科学的データは不十分であると示

されている。他の文献によれば、口腔粘膜下線維症や 25）

う蝕および歯周病予防の抗菌剤としての利用もある 26）。

Natural Medicinesでもアロエベラの糖尿病に対する有効
性が示唆されているが 4），最近の研究で糖尿病に対して

の有効性が示されている 27）。

３）ビルベリー

　Natural Standardによれば，歴史的に1700年代の薬草
医がビルベリーの使用を報告し，乾燥果実の煎じ汁は，

長年にわたって口腔や粘膜の軽度の炎症に局所で使用さ

れている 1, 2）。他の疾患において，Natural Medicinesでは
糖尿病に対して有効性レベルが，効くとは断言できない

が，効能の可能性が科学的に示唆されている 3, 4）。また

科学的データより，葉の含有成分が血糖値や血清コレス

テロールの低下を補助することが示されており，他にも

Ⅱ型糖尿病の予防 28），アテローム性動脈硬化症への有効

性も示されている 29）。

４）グリーンティー

　Natural Medicinesでは緑茶抽出物が抜歯後の痛みの軽
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減のためにマウスウォッシュとして利用され，歯周病に

は緑茶キャンディーで用いることもあると記載されてい

る 3, 4）。Natural Standardでも伝統的・理論的用途として
歯肉の出血があげられている 1, 2）。またう蝕予防につい

ては，うがい薬として茶を使用した試験は少ないことが

記載されている 2）。他には，慢性関節リウマチへの報告

もある 30）。また最近の報告では，歯周疾患の原因菌の細

胞接着を低減するなどの報告もある 31）。

３．歯痛に対する効果があると言われているハーブ

　シソ科のペパーミントとローズマリーが Natural 
Medicinesにあげられているが，いずも科学的データは
不十分であるとされている 3, 4）。ローズマリーは他の作

用として強力な抗酸化作用をもち，血液循環を促す効果

にもすぐれているようである。近年の研究では，注意

力や集中力を高め，精神を安定させる効果があり 32），ま

たアルツハイマー病への利用についても報告されてい

る 33）。

４．まとめ

　以上に示したクローブをはじめとする様々なハーブに

は，口腔粘膜の炎症を抑えるという歯科に関連する作用

だけではなく，様々な全身的（動脈硬化，糖尿病，リウ

マチなど）疾患への有効性が示されている。これまでの

内容からハーブは一つの植物であるが，そこに含まれる

多種多様な成分と作用があるのが特徴であるため，日常

的にハーブティーのような形で「丸ごと」摂取すること

で，様々な慢性疾患の予防の改善につながる可能性が推

測できる。

Ⅴ．歯周病と関連する全身疾患に
有用とされているハーブ

１．アテローム性動脈硬化症，糖尿病，関節リウマチな

どの予防に有用とされているハーブ

　全身疾患に有用であるとの報告はあるが，まだ歯科領

域での利用が報告されていないハーブについて，Natural 
Standard1, 2）および Natural Medicine3, 4）を検索したところ，
歯周病と関連のある全身疾患について有効性評価のある

ものとして，以下に述べるものがあった（図２）。

１）アーティーチョーク

　和名はチョウセンアザミと言われ，ヨーロッパで一般

的に使用されている薬用植物で，利尿，胆汁分泌促進，

消化促進，脂質低下，抗酸化作用があると言われ，伝統

的または理論的な用途としてアテローム性動脈硬化，関

節リウマチに使われていると Natural Standardに記載さ
れている 1, 2）。

２）ダンディライオン

　和名は西洋タンポポと言われ，ローストした根とその

エキスは代替コーヒーとしてタンポポコーヒーの名で親

しまれている。Natural Standardの有効性評価の記載に
よれば，抗炎症，抗酸化，ガンの予防，糖尿病などがあ

るが，使用効果があるという科学的根拠は不確かである

と示されている 1, 2）。成分のイヌリンが血糖値を低下さ

せると思われるが，その血糖降下作用は動物実験で確認

されているだけで 34），この作用に対するヒト臨床試験は

ない。

３）イブニングプリムローズ

　和名は月見草と呼ばれ，一般に月見草油として利用

図２　全身疾患に有用とされているハーブ
（写真出典：中央法規出版　健康・機能性食品の基原植物辞典）
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されている。ω－6必須脂肪酸の γ－リノレイン酸を含ん

でおり，それが有効成分であると言われている。Natural 
Standardの記載では，月見草油は幅広い疾患，特に必須
脂肪酸の代謝産物によって発症する疾患を対象にその効

果が研究されている 1, 2）。科学的根拠のあるレビューに

よると，小規模な比較対照臨床試験の結果では，プロス

タグランジン濃度および血清脂肪酸濃度を含む糖尿病の

血清マーカーに対する月見草の有用性が示されている

が，ヘモグロビン A1cへの測定値に変化は認められて
いない 35）。

４）バードック

　ゴボウのことである。Natural Standardでの記載によ
ると，ゴボウは，関節炎，糖尿病などの多くの種類の治

療に伝統的に利用され，ゴボウの果実のエキスがラット

において血糖降下を引き起こすことがわかっており 1, 2），

それに対して糖尿病に対するゴボウの根の有効性につい

て予備的な臨床試験が行われ，ヒトの血糖値の降下が推

測されている 36）。どの適応についてもゴボウの有効性に

関するヒトについての十分な科学的根拠は得られていな

い。

５）フラックスシード

　和名を亜麻仁と呼ばれ，種子から亜麻仁油を採取す

る食物繊維，ω－3脂肪酸の豊富な植物である。Natural 
Standardによれば，亜麻仁には，抗酸化作用と脂質低下
作用があると言われており 1, 2），アテローム形成または，

心血管系の転帰に有用な効果を発揮する可能性が示唆さ

れている 37）。アテローム形成に対する亜麻仁の有用な効

果を示す動物実験の結果として，ウサギに亜麻仁の含量

の多い餌料を８週間摂取させたところ，血中の LDL値
の低下とともに，大動脈のプラーク形成の低下が報告さ

れている 38）。

６）キャッツクロー

　Natural Medicinesには，アマゾンの熱帯雨林や中南米
の熱帯地域原産のつる植物で，抗炎症薬，免疫エンハン

サー，がん治療薬，および抗ウィルス薬として用いられ

るとされ，伝統的に関節リウマチに対する効果が注目さ

れていると記載されている 3, 4）。近年ヒトに対して関節

リウマチ薬との併用した場合の症状を改善するなど，全

身疾患においての効果の科学的検討が進められている。

２．まとめ

　以上のようなハーブにおいて，全身疾患への応用の可

能性が示され，治療法として注目されているが，今のと

ころ民間療法としての利用がほとんどである。一方，歯

周病の予防改善への応用の報告はまだ認められない。こ

れらの中で，キャッツクローには他のハーブに比べて豊

富な成分の含有と多くの作用が明らかにされている（表

２）。そしてエタノール抽出物および熱水抽出物の様々

な作用が報告されている（表３）。我々はこのキャッツ

クローに着目し，歯周病予防への応用にむけての基礎的

研究を行っている。

Ⅵ．天然ハーブ・キャッツクローにおける
歯周病予防の応用にむけての基礎的研究

　キャッツクローの豊富な成分とその作用を表２に示

す。特徴的な成分は五環系オキシインドールアルカロ

イドである。ヒトマクロファージや顆粒球など食細胞

の働きを高め，免疫機能活性化する作用がある 39）。イソ

テロポディンもキャッツクローに特有の成分である。ま

たトリテルペノイドは，抗炎症作用 40），鎮痛作用 41），抗

ウィルス作用 40）が示されている。ステロールの抗炎症

作用 40），ポリフェノールの抗酸化作用 40），抗ガン作用 40）

も明らかになっている。また表３に示すキャッツクロー

表２　キャッツクローの有効成分と作用
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のエタノール抽出物および水抽出物の効果について，免

疫機能活性化，抗腫瘍作用，DNA修復促進作用，抗酸
化作用，抗炎症作用などのさまざまな作用が報告されて

きている 42-49）。

　キャッツクローという植物の学名は Uncaria tomentosa
で，茎に猫のつめのようなものがあるためキャッツク

ローと呼ばれている（図３Ａ，Ｂ）。南米ペルー原産の

天然大型ツタ植物で，約2000年にわたりアマゾンの先

住民が関節リウマチや神経痛などの改善に治療薬として

用いてきた伝統ハーブである。樹皮を煎じて飲むという

方法で手軽なハーブティーとして利用される（図３Ｃ）。

1994年には，WHOにより「内臓に障害を与えず，炎症
抑制効果がある薬用植物」であり，副作用のないサプリ

メントとして認定され，現在ヨーロッパでは，抗炎症薬

として医薬品に分類されている。近年，日本でも機能性

食品素材として注目を集めつつあり，サプリメントとし

て販売されているが，歯周病の予防効果については全く

わかっていない。そこで我々は，このキャッツクローに

よる歯周病原菌に対する抗菌作用について検討した。以

下に結果の一部を紹介する。

　４種類の歯周病原菌（Aggregatibacter actinomycetemcomitans，
Fusobacterium nucleatum，Porpyromonas gingivalis，Prevotella 
intermedia）を連続段階希釈したキャッツクロー抽出物を
含む増殖用液体培地（Brain Heart Infusion broth containing 
hemine and menadion）で培養し，24時間嫌気培養後の菌
の増殖を評価した。キャッツクロー抽出物は，ハーブ

表３　キャッツクローのエタノール抽出物・水抽出物の効果

図３　キャッツクローの特徴
（Ａ）大型ツタ植物，（Ｂ）枝に猫のつめのようなトゲがある，
（Ｃ）樹皮粉末からのハーブティー
（写真出典（Ａ）：中央法規出版　健康・機能性食品の基原植物辞典，
（Ｂ）：ウィキペディア：http//ja.wikipedia.org/wiki/キャッツクロー，
2019年３月12日アクセス）
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ティーを想定した熱水抽出したものと，チンキ剤を想定

した50％エタノールで抽出したものの２種類を調製し，

効果を比較した。

　抗菌効果のポジティブコントロールとして，緑茶の成

分で知られるエピガロカテキンガレートを用いた。菌

の生育阻害が認められた最小濃度として，４段階の評

価で示した（表４）。キャッツクローのいずれの方法で

抽出したサンプルについても，A. actinomycetemcomitans
では，生育抑制および阻害効果は認められなかった。F. 
nucleatumについてもエタノール抽出物の濃度1600 μg/
mlでようやく50％の生育抑制効果が認められたに過ぎ
なかった。一方 P. gingivalisについては，エタノール抽
出したものでは，ポジティブコントロールのエピガロカ

テキンガレートと同様に顕著な生育阻害を示した。デー

タには示さないが熱水抽出したものでも，濃度1600 μg/
mlで50％生育抑制効果が認められた。また P. intermedia
に対しても，エタノール抽出したもので P. gingivalisと
同様の顕著な生育の阻害が認められた。

　以上の結果から，検討した歯周病原菌の P. gingivalis
と P. intermediaに対してエタノール抽出したキャッツク
ロー抽出物は抗菌効果が認められたことから，キャッツ

クローの歯周病予防・治療への応用の可能性が示唆され

た。より身近で手軽に摂取できる方法として，ハーブ

ティーを想定したハーブの熱水抽出物とチンキ剤を想定

したエタノール抽出物の両方がある。いずれも多種多様

な効果が報告されているため，さらにキャッツクローの

ハーブティーやチンキ剤による歯周病予防・治療への有

効性を様々な角度から検討したいと考えている。

Ⅶ．結　　び

　今回紹介したように，各々のハーブは，抗酸化物質を

はじめ様々なフィトケミカルを含んでいるため，全身的

に様々な効果を示すことが期待される。そのためハーブ

を「丸ごと」摂取することが，現在健康な人が病気を予

防する上で有効であると考えられる。さらに現代社会で

急増している心身症や生活習慣病への対応策として，そ

して超高齢社会を迎えた現在，安全性の観点からもハー

ブの有効性が見直されており，より一層の研究の推進と

活用が期待される。本稿がハーブを身近なものとして感

じて頂くための一助になれば幸いである。

　我々の研究対象であるキャッツクローについては，歯

周病原菌に対して抗菌効果が認められ，歯周病予防・治

療への応用の可能性が示唆されたが，現在さらに，ヒト

歯周組織由来細胞に対する抗炎症作用と抗酸化作用につ

いて，細胞レベルにおける評価も行っている。将来的に

は，洗口による口腔内環境の改善の評価のための臨床試

験を行って，天然ハーブの歯周病予防への応用を検討し

ていきたい。
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